
C O N T E N T S
第91回定例会�
地域の会委員意見交換�

第92回定例会�

情報共有会議として行政及び東京電力と意見交換�

発電所を巡る主な動き�
地域の会に寄せられた声「みんなの広場」�

�
………………………………………2�

�
…………3�

�
…………………4

▲
�

第91回定例会�
（柏崎原子力広報センター）�

▲第92回定例会（柏崎市産業文化会館）�

情
報
誌
�

柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 の �

透 明 性 を 確 保 す る �

地域の会�地域の会�
第 4 6号�
平成23年4月5日発行�

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。�

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。�

①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。�

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視�
　　　　　（2）事業者等への提言�
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供�
　　　　　（4）委員の研修�
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項�

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席�

④会議の種類：定例会（毎月1回）�
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）�
　　　　　　※会は、原則すべて公開。�

地域の会 概要�
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柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）�
�
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地
域
の
会
委
員
意
見
交
換
�

91　
地
域
の
会
は
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
の
安
全
性
・
透
明
性
確
保
に
関
す
る

事
業
者
の
取
り
組
み
な
ど
を
確
認
・
監
視
、

提
言
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
15

年
に
発
足
し
た
。
　
　
�

　
こ
の
間
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
新
た
な

課
題
や
地
震
、
大
雪
、
水
害
な
ど
過
酷
な

自
然
災
害
に
も
見
舞
わ
れ
な
が
ら
90
回

を
超
え
る
定
例
会
を
開
催
し
議
論
を
行
っ

た
り
、
国
な
ど
へ
の
提
言
、
現
場
の
視
察

な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
�

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
な
が
る
会
の

役
割
な
ど
に
つ
い
て
委
員
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
�

��・
こ
の
会
が
発
足
し
て
か
ら
８
年
。
推
進
、
批

判
の
双
方
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
お

互
い
に
議
論
を
し
、
そ
の
議
論
を
通
じ
て

透
明
性
を
確
保
し
て
い
く
と
い
う
目
的
は

維
持
し
て
い
く
べ
き
。
�

・
賛
成
派
も
反
対
派
も
意
見
が
言
え
る
よ

い
会
で
あ
る
が
、こ
の
会
の
議
論
や
活
動
が

一
般
市
民
に
理
解
さ
れ
て
い
る
か
は
疑
問
。
�

・
こ
の
会
で
は
専
門
的
な
議
論
を
す
る
場
で

は
な
い
が
、
地
域
住
民
の
素
朴
な
疑
問
に

つ
い
て
国
や
事
業
者
に
説
明
を
求
め
、
議

論
す
る
こ
と
が
会
と
し
て
の
意
義
。
�

・
東
京
電
力
や
保
安
院
は
、
地
域
住
民
に

対
し
て
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
し
て
き
た

と
思
う
。
こ
の
会
は
発
電
所
で
起
き
た
こ

と
を
報
告
し
、
そ
れ
に
対
す
る
安
全
確
保

を
知
ら
せ
る
公
開
の
場
で
も
あ
る
。
�

・
賛
成
、
反
対
の
考
え
や
、
東
京
電
力
、
保

安
院
の
説
明
な
ど
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で

も
こ
の
会
に
参
加
し
て
い
る
意
義
は
あ
る
。
�

・
こ
の
会
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
も
っ
と
発
電

所
に
関
心
を
持
た
な
く
て
は
、
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
大
勢
の
方
々
か
ら
こ
の
会
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
願
い
は
ひ
と
つ
、

安
全
安
心
で
あ
る
。
�

・
東
京
電
力
の
不
祥
事
発
覚
が
き
っ
か
け
で

こ
の
会
が
で
き
た
が
、
原
子
力
発
電
所
に

市
民
の
感
覚
を
反
映
さ
せ
る
と
い
う
点
で

は
効
果
が
あ
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。
立
場

を
超
え
て
安
全
、
安
心
を
追
求
し
発
電
所

と
共
存
し
て
い
き
た
い
。
�

��・
資
料
表
紙
に
各
項
目
の
ペ
ー
ジ
数
を
入
れ

た
り
、
難
し
い
言
葉
に
説
明
を
加
え
る
な

ど
し
て
、
資
料
は
前
も
っ
て
配
布
を
望
む
。

ま
た
、
資
料
は
参
考
に
な
る
の
で
会
議
に

参
加
し
な
い
人
も
見
る
機
会
が
あ
れ
ば
い

い
。
�

・
何
れ
の
推
薦
団
体
に
も
所
属
し
な
い
一
般

の
住
民
、
特
に
女
性
や
若
い
人
た
ち
の
意

見
を
も
っ
と
聞
い
て
み
た
い
。
こ
の
会
を
地

域
に
出
向
い
て
開
い
た
ら
ど
う
か
。
�

・
質
問
に
対
し
て
国
や
事
業
者
が
公
開
の

場
で
説
明
し
て
く
れ
る
の
で
こ
の
会
に
参

加
し
て
い
る
が
、
会
を
重
ね
る
ご
と
に
東
京

電
力
の
説
明
は
巧
妙
且
つ
面
倒
に
し
て
い

る
と
し
か
思
え
な
い
。
様
々
な
立
場
の
人

が
こ
の
会
に
参
加
し
て
い
る
の
で
丁
寧
に

説
明
を
し
て
ほ
し
い
。
�

・
県
の
技
術
委
員
会
か
ら
直
接
こ
の
会
で
説

明
し
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。
�

���・
原
子
力
発
電
所
で
の
問
題
が
山
積
し
て
い

る
状
況
で
、
委
員
の
任
期
が
２
年
で
は
短

く
、
開
催
回
数
を
減
ら
す
べ
き
で
な
い
。
�

・
２
年
の
任
期
で
委
員
が
あ
る
程
度
交
代
す

る
こ
と
も
大
切
。
�

・
委
員
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も
負
担
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
定
例
会
と
運
営
委

員
会
を
隔
月
く
ら
い
に
し
て
開
催
回
数
を

減
ら
し
て
い
く
べ
き
だ
。
�

・
月
に
１
回
の
定
例
会
は
ち
ょ
う
ど
い
い
緊

張
感
が
あ
る
と
思
う
。
�

・
地
域
の
会
が
発
足
し
た
目
的
は
、
発
電
所

の
安
全
に
つ
い
て
必
要
十
分
な
情
報
提
供

に
基
づ
き
地
域
住
民
の
視
線
で
監
視
し

意
見
・
提
言
を
行
う
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
る
。
ま
だ
十
分
な
成
果
を
上
げ

る
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
会
の
本
質
を

見
直
す
時
期
で
は
な
い
。
�

・
更
な
る
会
の
運
営
の
効
率
化
を
目
指
し
、

も
う
少
し
柔
軟
に
、
短
時
間
で
会
議
が
で

き
れ
ば
参
加
し
や
す
い
。
�

・
難
し
い
質
問
や
議
論
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、

議
論
を
重
ね
な
が
ら
良
い
会
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
一
般
住
民
か
ら
ハ
ガ
キ
な
ど
で
地

域
の
会
に
対
す
る
意
見
な
ど
を
受
付
け
、

市
民
の
声
を
反
映
し
て
は
ど
う
か
。
�

Q
　
７
号
機
の
ポ
ン
プ
水
漏
れ
で
過
去
に

類
似
漏
水
は
あ
る
か
。
地
震
と
の
関
係
の
有

無
と
判
断
根
拠
は
何
か
。
�

東
京
電
力
　
平
成
９
年
８
月
に
１
号
機
の

タ
ー
ビ
ン
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
の
出

口
逆
止
弁
に
お
い
て
漏
え
い
が
確
認
さ
れ
た
。

稀
な
現
象
で
あ
る
も
の
の
地
震
後
の
点
検
に

よ
り
、
当
該
部
位
に
有
意
な
損
傷
等
は
無

く
、
地
震
の
影
響
に
よ
る
漏
え
い
で
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。
�

Q
　
問
題
発
生
毎
に
実
施
す
る
現
場
立
ち

入
り
調
査
は
問
題
幕
引
き
の
た
め
の
儀
式

と
な
っ
て
い
な
い
か
。
�

新
潟
県
　
安
全
協
定
に
基
づ
き
、
県
市
村
で

発
電
所
の
状
況
確
認
や
立
ち
入
り
検
査
を

実
施
。
毎
月
、
運
転
保
守
状
況
と
し
て
ま
と
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
報
告
し
て
い
る
。
�

こ
の
定
例
的
な
も
の
と
は
別
に
、
ト
ラ
ブ
ル

発
生
や
重
大
な
事
故
、
火
災
時
に
は
臨
時
の

状
況
確
認
も
行
う
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

技
術
委
員
会
の
委
員
も
同
行
し
、
技
術
的

な
指
導
・
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
東
京
電

力
に
対
し
原
因
究
明
と
再
発
防
止
の
対
応

を
要
請
し
て
い
る
。
�

Q
　
内
部
告
発
や
具
体
的
な
懸
念
を
調
査
、

解
明
す
る
体
制
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。
�

新
潟
県
　
住
民
の
方
か
ら
の
質
問
等
に
つ

い
て
は
県
の
ほ
か
柏
崎
市
、
刈
羽
村
の
担
当

窓
口
で
も
受
付
け
て
お
り
、
更
に
内
部
情

報
に
対
し
て
は
県
原
子
力
安
全
対
策
課
に

専
用
電
話
も
設
置
し
て
い
る
。
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

内　　容�

第91回定例会の概要�
平成23年1月12日（水）�

柏崎原子力広報センター(研修室)  �

18名（欠席6名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村、�

保安検査官事務所（保安院）、�

地域担当官事務所(エネ庁)、東京電力(株）�

●前回定例会以降の動き�

●地域の会委員意見交換など�

会
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
�

会
の
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
�

委
員
の
任
期
、
�

開
催
回
数
な
ど
に
つ
い
て
�

【
前
回
定
例
会
に
お
け
る
�

　
委
員
質
問
に
対
す
る
回
答
】
�



　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
原
子
力
安
全
・

保
安
院
野
口
首
席
統
括
安
全
審
査
官
、

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
杉
本
原
子
力
発
電

立
地
対
策
・
広
報
室
長
、
新
潟
県
飯
沼

防
災
局
長
、
会
田
柏
崎
市
長
、
品
田
刈

羽
村
長
、
横
村
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電

所
長
の
出
席
の
も
と
「
情
報
共
有
会
議
」

と
位
置
づ
け
て
、
全
委
員
が
所
感
・
質
問

を
述
べ
、
そ
の
後
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら

の
回
答
な
ど
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
�

��・
国
の
委
員
会
や
県
の
技
術
委
員
会
で
は
、

問
題
点
に
対
し
科
学
的
、
技
術
的
に
検
討

し
、
そ
の
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。
東
京
電

力
は
、
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
止
め
復
旧
作

業
を
進
め
、
周
辺
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
情

報
発
表
し
て
い
る
。
高
経
年
化
、
運
転
期
間

延
長
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
な
ど
の
課
題
に
市
民

目
線
で
注
視
し
、
大
切
な
地
域
企
業
で
あ

る
原
子
力
発
電
所
と
の
共
存
共
栄
を
望
む
。
�

・
原
子
炉
は
運
転
を
止
め
た
あ
と
で
も
放
射

線
を
発
生
す
る
し
、
解
体
に
膨
大
な
費
用

や
時
間
も
か
か
る
。
立
地
地
域
住
民
と
し

て
解
体
や
放
射
性
廃
棄
物
処
理
の
問
題

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
�

・
発
電
所
内
の
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
点
が
以
前
に

比
べ
減
少
し
て
い
る
。
日
頃
の
再
発
防
止
の
取

り
組
み
を
評
価
し
た
い
。
�

・
中
国
電
力
島
根
原
子
力
発
電
所
の
保
守

管
理
不
備
に
対
し
て
、
東
京
電
力
は「
適
切

な
管
理
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
同
様
な
問
題
は

全
く
無
い
」
と
言
っ
た
が
そ
の
後
不
備
が
発

覚
し
た
。
住
民
は
安
心
で
き
な
い
。
�

・
燃
料
漏
え
い
状
態
で
の
運
転
継
続
、
制
御

棒
の
ひ
び
割
れ
、
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ケ

ー
ス
の
強
度
不
足
、シ
ュ
ラ
ウ
ド
の
ひ
び
割
れ
、

建
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
を
貫
通
す
る
ひ
び

割
れ
、
軟
弱
な
地
盤
、
不
安
定
な
人
工
岩
盤

の
基
礎
が
補
強
さ
れ
て
い
な
い
、
設
備
点
検

の
漏
れ
の
繰
り
返
し
、
環
境
へ
の
放
射
能
汚

染
の
疑
い
、
海
底
活
断
層
の
過
小
評
価
。
以

上
９
つ
の
問
題
点
の
改
善
が
な
い
。
重
大
事

故
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
無
理
な

運
転
を
継
続
や
再
開
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
�

・
地
震
の
直
撃
を
受
け
て
も
安
全
に
止
ま
っ
た

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
と
技

術
力
の
高
さ
を
世
界
に
発
信
で
き
れ
ば
よ
い
。
�

・
中
越
沖
地
震
で「
止
め
る
、
冷
や
す
、
閉
じ

込
め
る
」が
機
能
し
た
こ
と
で
安
心
で
き
た
。

慎
重
に
運
転
を
再
開
し
て
き
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
原
子
力
発
電
は
国
策
で
あ
り
廃

棄
物
処
分
に
つ
い
て
も
国
が
責
任
を
持
ち
も

っ
と
前
面
に
出
る
べ
き
だ
。
�

・
若
い
世
代
に
原
子
力
発
電
へ
の
無
関
心
層
が

多
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。
原
子
力
教
育
に

は
課
題
も
多
い
が
こ
の
地
域
に
住
む
者
に
は

こ
れ
ら
を
知
る
義
務
が
あ
る
。こ
の
会
を
通
し

て
市
民
に
対
し
て
訴
え
続
け
る
必
要
が
あ
る
。�

・
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
大

切
だ
が
、
最
近
は
施
設
内
の
水
漏
れ
、
制
御

棒
の
ひ
び
割
れ
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。
危

機
管
理
を
も
っ
て
の
ぞ
ん
で
ほ
し
い
。
�

・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
だ
っ
た
人
が
東
京

電
力
に
就
職
し
た
り
、
使
用
制
限
が
あ
る
ハ

フ
ニ
ウ
ム
制
御
棒
を
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
で
は
今
も
使
用
し
て
い
た
り
、
国
と
東

京
電
力
は
表
面
的
に
は
変
わ
っ
た
よ
う
に
見

え
る
が
、
本
質
的
に
は
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
�

・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
危
惧

し
て
い
る
。
原
子
力
発
電
所
の
高
経
年
化
が

進
む
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
、
使
用
経

験
が
豊
富
で
デ
ー
タ
蓄
積
も
豊
か
に
な
り
、こ

れ
を
全
電
力
事
業
者
が
共
有
し
、
活
か
す
こ

と
で
安
全
運
転
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。
事

業
者
と
行
政
が
協
力
し
原
子
力
産
業
を
地

域
で
育
成
す
れ
ば
住
民
の
安
心
も
得
ら
れ
る
。
�

・
こ
の
会
が
当
初
の
役
目
を
終
え
て
き
て
い
る

と
感
じ
る
。
危
険
、
反
対
は
声
高
に
言
わ
れ

る
が
賛
成
は
伝
え
ら
れ
な
い
。
議
論
が
専
門

的
に
な
り
市
民
の
目
線
に
な
っ
て
い
な
い
気

が
す
る
。
会
の
あ
り
方
を
考
え
て
ほ
し
い
。
�

Q
　
県
、
市
、
村
は
原
子
力
防
災
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
た
が
、
国
は
中
越
沖
地
震

を
教
訓
に
複
合
災
害
を
想
定
し
た
原
子

力
防
災
指
針
の
見
直
し
を
行
わ
な
い
の
か
。
�

保
安
院
・
野
口
首
席
審
査
官
　
国
の
防
災

指
針
は
原
子
力
安
全
委
員
会
が
定
め
て
い
る
。

複
合
災
害
に
つ
い
て
は
保
安
院
で
も
専
門
家

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。
�

Q
　
東
京
電
力
の
保
守
管
理
不
備
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
た
保
安
院
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
�

保
安
院
・
野
口
首
席
審
査
官
　
保
守
管
理

体
制
が
適
切
に
構
築
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き

保
全
活
動
が
的
確
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が

基
本
。
原
因
分
析
、
再
発
防
止
対
策
を
事

業
者
に
求
め
保
安
院
で
も
確
認
を
行
う
。
�

Q
　
昨
年
の
猛
暑
で
も
電
気
の
使
用
量
は

増
え
ず
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

地
も
決
ま
ら
ず
、
原
子
力
発
電
所
を
増
や

す
必
要
が
あ
る
の
か
。
�

エ
ネ
庁
・
杉
本
室
長
　
昨
年
６
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、

Ｃ
Ｏ
２
を
発
電
過
程
で
排
出
し
な
い
ゼ
ロ
・

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
（
太
陽
光
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
原
子
力
）
の
発
電
比

率
を
２
０
３
０
年
に
約
７０
％
と
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
安
全
確
保
を

大
前
提
に
、
国
民
の
理
解
と
信
頼
を
得
つ

つ
、
今
後
と
も
原
子
力
発
電
所
の
新
増
設

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

の
推
進
も
見
通
し
を
立
て
て
一
つ
一
つ
着

実
に
進
展
し
て
い
る
。
�

Q
　
原
子
力
防
災
訓
練
は
緊
張
感
に
欠
け

て
い
た
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
る
。
市

長
の
所
感
を
聞
き
た
い
。
�

柏
崎
市
・
会
田
市
長
　
中
越
沖
地
震
後
、

初
め
て
の
訓
練
で
今
後
の
課
題
も
多
く
残
る
が
、

想
定
し
た
計
画
を
訓
練
と
い
う
形
で
体
制
を

動
か
す
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
。
防
災
の
意
識

が
芽
生
え
、
考
え
る
契
機
に
な
る
こ
と
が
重
要
。
�

Q
　
６
号
機
の
定
期
検
査
が
予
定
よ
り
も

１０
日
ほ
ど
延
び
た
理
由
は
な
に
か
。
�

東
京
電
力
・
横
村
所
長
　
発
電
機
固
定
子

巻
線
に
不
具
合
が
見
つ
か
り
、
そ
の
修
理
の

た
め
に
延
び
た
も
の
で
あ
る
。
�

Q
　
イ
ラ
ン
の
原
子
力
発
電
所
に
対
し
サ

イ
バ
ー
攻
撃
が
さ
れ
た
と
い
う
。
柏
崎
刈
羽

原
子
力
発
電
所
の
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か
。
�

東
京
電
力
・
横
村
所
長
　
外
部
と
つ
な
が

る
パ
ソ
コ
ン
は
発
電
所
の
プ
ラ
ン
ト
を
動
か

す
装
置
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
た
め
サ
イ
バ

ー
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
�

��保
安
院
・
野
口
首
席
審
査
官
　
新
潟
工
科

大
学
に
耐
震
研
究
施
設
が
設
置
さ
れ
た
。
大

学
、
原
子
力
安
全
基
盤
機
構
、
東
京
電
力
が

一
体
と
な
っ
て
研
究
を
進
め
、そ
の
成
果
を
世

界
に
発
信
で
き
る
よ
う
支
援
協
力
し
た
い
。
�

新
潟
県
・
飯
沼
防
災
局
長
　
防
災
訓
練
に
つ

い
て
事
後
検
討
会
を
行
い
、そ
の
結
果
は
お
知
ら

せ
し
た
い
。
今
後
は
地
震
と
の
複
合
訓
練
も
考

え
た
い
。テ
ロ
に
関
す
る
懸
念
、
防
災
に
関
す
る

知
識
教
育
な
ど
実
地
訓
練
を
通
し
て
行
い
た
い
。�

刈
羽
村
・
品
田
村
長
　
経
済
と
安
全
は
密

接
不
可
分
で
あ
る
。
発
電
所
の
立
地
点
と
し

て
共
存
共
生
し
て
き
た
知
識
と
経
験
を
生
か

し
も
っ
と
進
化
さ
せ
る
た
め
に
今
後
ど
う
あ
る

べ
き
か
議
論
し
て
ほ
し
い
。
�

東
京
電
力
・
横
村
所
長
　
現
在
、
発
電
所
は

地
震
後
の
復
旧
作
業
を
最
優
先
に
行
い
４
つ

の
プ
ラ
ン
ト
の
運
転
を
再
開
し
た
。
中
越
沖
地

震
の
１.５
倍
の
地
震
に
対
応
で
き
る
よ
う
設
計

を
直
し
て
い
る
。
災
害
の
先
取
り
で
今
後
も
改

善
を
行
い
問
題
の
再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
�
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情
報
共
有
会
議
と
し
て
行
政
及
び
東
京
電
力
と
意
見
交
換
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

内　　容�

第92回定例会の概要�
平成23年2月2日（水）�

柏崎市産業文化会館（大ホール）  �

18名（欠席6名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村、�

原子力安全・保安院、保安検査官事務所�

資源エネルギー庁、地域担当官事務所、�

東京電力(株)�

●前回定例会以降の動き�

●委員所感表明�

●オブザーバー所感表明�

●その他�

92【
各
委
員
の
所
感
表
明
】
�

【
質
疑
応
答
】
�

【
そ
の
他
】
�
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多
数
の
点
検
漏
れ
が
島
根
原
発
で
発
覚

し
た
の
は
昨
年
春
だ
。東
電
は
、県
や
保
安
院

の「
類
似
問
題
が
な
い
か
」の
問
い
に「
確
認

し
た
結
果
問
題
な
い
」と
答
え
て
い
た
。と
こ

ろ
が
、
年
末
来
次
々
と
点
検
漏
れ
の
報
告
が

あ
り
、５
号
機
は
出
力
を
落
と
し
て
点
検
し

た
。結
果
、通
常
１
月
程
度
の
起
動
か
ら
営
業

運
転
ま
で
の
期
間
が
３
月
と
な
っ
た
。�

　
類
似
問
題
は
な
い
胸
を
張
っ
て
断
言
し
た

の
に
次
々
と
多
数
の
点
検
漏
れ
が
発
覚
し
て

い
る
事
態
に
説
明
が
な
い
。�

　「
問
題
な
い
」の
返
答
に「
わ
か
り
ま
し
た
」

と
し
た
保
安
院
は「
実
は
多
数
あ
っ
た
の
で
す
」

で
も
傍
観
。�

　
関
心
事
項
の
質
問
は
、月
一
回
の「
地
域
の

会
」で
問
う
て
も
、
理
解
で
き
る
答
を
得
る
に

３
か
月
も
要
し
た
。�

　
今
回
「
点
検
漏
れ
」は
2
0
0
1
年
不
祥

事
、
2
0
0
6
年
発
覚
不
祥
事
、
中
越
沖
地

震
時
に
繰
り
返
さ
れ
た
、東
電
の
不
正
を「
し

な
い
風
土
」「
さ
せ
な
い
仕
組
み
」や「
情
報
公

開
」の
実
態
を
ま
た
ま
た
明
ら
か
に
し
た
。�

　
全
号
機
停
止
の
東
電
不
祥
事
で
発
足
し

た「
地
域
の
会
」は
透
明
性
確
保
で
、
原
発
情

報
の
公
開
に
関
わ
っ
て
き
た
は
ず
。委
員
と
し

て
責
任
を
痛
感
す
る
。�

　
東
京
電
力
や
保
安
院
と
、い
や
お
う
な
く

付
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
地
域
の
住
民
の
憂

鬱
は
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。私
の
周
囲
の
人
た

ち
は
、
東
京
電
力
と
い
う
巨
大
組
織
に
怒
り

と
諦
め
の
念
を
強
め
て
い
る
。�

　
そ
れ
で
も
、「
地
域
の
会
」の
議
論
で
東
電

や
保
安
院
、
地
元
行
政
が
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
の
か
注
目
し
て
い
く
し
か
な
い
。�

（
運
営
委
員
　
武
本
）�

　原子力発電所では膨大な数の部材と部品が、安

全を阻止しているとも言える。�

　その数が多いことで各所に危険性が分散している。�

原子力の活用で発電が可能になったことから、その

利用によって世界や日本で様々な事故や点検ミスの事例が公表されて

きている。�

　任務にあたる作業員がやるべきことをしなかったことや機器の突然の

不具合、自然への対応と仕事は膨大で多様だ。特大の施設なるためか。�

　私は以前、発電所関連の催し物があったとき、全ての部門で点検など

をどんなベテランでも決して一人では行わないようにアンケートで提案し

たことがある。�

　東京電力のテレビCMでは最近は二人（ダブルチェック）態勢で点検し

ている様子が見られるので、少しは住民の提案が生かされているのでう

れしく思っている。�

柏崎市�

住民への安全は発電所の仕事�

大谷 正二さん�

編
集
後
記
�

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。�
宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。�

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、

資料をダウンロードすることもできます。�

　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。�

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。�
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再生紙を�
使用しています�

12
月
2
日
����

3
日
�����

7
日
���

8
日
��

9
日
��

10
日
��

13
日
��

15
日
�������

16
日
�����

17
日
��

20
日
��

21
日
�����

22
日
��

28
日
��

1
月
6
日
��

7
日
����

��������

12
日
������

13
日
������

20
日
�������

23
日
��

24
日
����

27
日
���

28
日
��

31�
日
��

2
月
1
日
������

2
日
��

４
号
機
　
タ
ー
ビ
ン
建
屋
（
管
理
区
域
）に
お
け
る
点

検
中
機
器
の
養
生
部
か
ら
の
油
漏
れ
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
耐
震
・
構
造
設
計
小
委
員
会
（
構
造
Ｗ
Ｇ
）

開
催
�

５
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体

の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
﹇
発
電
機
出
力

1
0
0
％
の
状
態
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
﹈
公
表
�

５
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体

の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て﹇
定
格
熱
出
力
到

達
後
の
評
価
に
つ
い
て
﹈
公
表
�

７
号
機
の
ハ
フ
ニ
ウ
ム
フ
ラ
ッ
ト
チ
ュ
ー
ブ
型
制
御
棒
に

関
す
る
健
全
性
評
価
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く

状
況
確
認
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
（
設
備
健
全
性
、
耐
震
安
全

性
に
関
す
る
小
委
員
会
）
開
催
�

５
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体

の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て﹇
系
統
機
能
試
験

終
了
後
の
評
価
に
つ
い
て
﹈
公
表
�

当
社
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
供
用
期
間
中
検
査

計
画
の
管
理
状
況
に
関
す
る
調
査
結
果
報
告
書
の
経

済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
へ
の
提
出
に
つ
い
て

公
表
�

保
安
院
　
原
子
力
防
災
小
委
員
会
火
災
防
護
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
開
催
及
び
火
災
防
護
対
策
状
況
の

現
地
調
査
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

に
つ
い
て
公
表
�

３
号
機
に
お
け
る
制
御
棒
の
動
作
に
関
す
る
調
査
結

果
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
平
成
２２
年
度
第
2
四
半
期
の
定
期
検
査

結
果
等
を
内
閣
府
原
子
力
安
全
委
員
会
へ
報
告
�

保
安
院
　
東
京
電
力
に
全
号
機
に
お
い
て
点
検
周
期

を
超
過
し
た
機
器
に
関
す
る
調
査
、
原
因
究
明
、
再

発
防
止
対
策
を
指
示
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
点
検
計
画
に

関
す
る
調
査
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
設
備
健
全
性
評
価
サ
ブ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
開
催
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
東
京
電
力
か
ら
使
用
済
み
ハ
フ
ニ
ウ
ム
フ

ラ
ッ
ト
チ
ュ
ー
ブ
型
制
御
棒
の
ひ
び
に
関
す
る
外
観
点

検
結
果
報
告
を
受
領
�

７
号
機
　
使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
で
発
見
さ
れ
た
異
物

の
回
収
に
つ
い
て
公
表
�

３
号
機
に
関
す
る
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
設
備
健

全
性
に
係
る
点
検
・
評
価
報
告
書
（
建
物
・
構
築
物
編
）

の
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
へ
の
提
出
に
つ

い
て
公
表
�

当
社
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
使
用
済
ハ
フ
ニ
ウ
ム

フ
ラ
ッ
ト
チ
ュ
ー
ブ
型
制
御
棒
の
外
観
点
検
調
査
状

況
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
使
用
済
み
ハ
フ
ニ
ウ
ム
フ
ラ
ッ
ト
チ
ュ
ー
ブ

型
制
御
棒
の
ひ
び
に
関
す
る
調
査
報
告
書
を
公
表
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会
（
設
備
健
全
性
、
耐
震
安
全

性
に
関
す
る
小
委
員
会
）
開
催
�

１
号
機
　
原
子
炉
建
屋
（
管
理
区
域
）に
お
け
る
け
が

人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く

状
況
確
認
�

1
号
機
　
タ
ー
ビ
ン
建
屋
（
非
管
理
区
域
）に
お
け
る

水
漏
れ
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

に
つ
い
て
公
表
�

５
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体

の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
﹇
最
終
評
価
に
つ

い
て
﹈
公
表
�

当
社
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
点
検
計

画
に
関
す
る
調
査
状
況
に
つ
い
て（
中
間
報
告
）
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

に
つ
い
て
公
表
�

定
期
検
査
中
の
６
号
機
の
原
子
炉
起
動
操
作
実
績
に

つ
い
て
公
表
�

５
号
機
に
関
す
る
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
設
備
健

全
性
に
係
る
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
・
評
価
報
告

書
の
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
へ
の
提
出
に

つ
い
て
公
表
�

定
期
検
査
中
の
６
号
機
の
発
電
開
始
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況

に
つ
い
て
公
表
�

３
号
機
　
原
子
炉
建
屋
（
非
管
理
区
域
）
に
お
け
る

水
漏
れ
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
耐
震
・
構
造
設
計
小
委
員
会
（
構
造
W
G
）

開
催
�

1
号
機
　
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
の
再
循
環
流

量
調
整
弁
動
作
不
良
の
兆
候
に
つ
い
て
公
表
�

５
号
機
に
関
す
る
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
設
備
健

全
性
に
係
る
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
・
評
価
報

告
書
（
改
訂
１
）の
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安

院
へ
の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

当
社
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
お
よ
び
福
島
第
二

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
点
検
計
画
に
関
す
る
調
査

状
況
に
つ
い
て（
中
間
報
告
そ
の
２
）
公
表
�

色
は
東
京
電
力
の
動
き
�

※
号
機
の
み
の
記
載
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
分
�

色
は
行
政
の
動
き
�

※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、�
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。�

会は公開公開で行われています。�
　傍聴　傍聴はお気軽気軽にお越し下さい。�
会は公開で行われています。�
　傍聴はお気軽にお越し下さい。�

■今後の「地域の会」定例会の開催案内■�
第95回定例会�
日時：�平成23年5月11日（水）午後7：00～�
場所：�柏崎原子力広報センター（研修室）�

第96回定例会�
日時：�平成23年6月1日（水）午後7：00～�
場所：�柏崎原子力広報センター（研修室）�

みんなの広場�みんなの広場�みんなの広場�
地域の会に寄せられた�声�

「みんなの広場」への投稿を�
お待ちしています。�

　原子力発電に対する思いは、賛成、中立、反対、また、その思い�
の強さ等もいろいろなお考えをお持ちと思います。�
　「地域の会」では、地域住民の皆様からのご意見をお待ちして�
います。�

テ ー マ �
�

文 字 数 �

投稿方法�
�

そ の 他 �

「原子力発電に関すること」「地域の会に対する�
ご意見、要望、提言」など�

600字程度�

郵送、FAX、電子メール、等で下記「地域の会」�
事務局宛にお送り願います。�

お名前と顔写真を掲載させて頂きます。�
詳細等お問い合わせは「地域の会」事務局まで�
ご連絡願います。�
�

［投稿要領］�


